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発 行 所 

五所川原市役所 

467号 

昭和55年 3 月15日

印 刷 西 北 印 刷 

	

市 の 人 口 
	

男 25,615人 
	

世 帯 数 	14.376 

	

52.782人 
	

女 27,167人 
	

（昭和55年3 月1日現在） 住民基本台帳から 

（住
み
よ
い
環
境
を

つ
く
る
、
市
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
作
品
集
か
ら
）
 

平
山
公

子
さ

ん
（

栄
小
五
年
）
 



施行10周年記念 

なで育てよ う 
日のわがまち 

都市計画を考えよう 

市街地再開発事業 

低層の建物が斤集二、公共施設が不足二ごいノう二二

などにより1活環境が悪化した市街地を、敷地を共巨l 

で利用し、辛I「しく共同の耐震耐火の建物キ建ご、さら

に道路、公園、広場などのオーフンスヘース I,ト分確 

保することにに 

る事業で 1 

快適で安全なまち ンつくりかえ 

 

（第3 種郵便物認可） 
	

広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年） 3月15日（467号） ② 

田植えは 3,600円 
賃金等標準額決まる 農業

日雇 

昭

和
五

十
五
年

度
の
 

「
農
業
日
雇

賃
金

」
、
「
耕

転
機
等
機
械
賃
借
料

」
の

標
準
額
が

次
の
と
お

り
決

ま
り
ま
し

た
。

農
家

の
皆

さ
ん
は

参
考
に
し

て
下

さ
 

◇
耕
転
機
等
賃
料
 

機
械
別
 

作 	業 	別 55年度標準額 

一
  

田 打 砕 	き 10 	a 	当 	り 4.600円 

材
 

転
 

機
 

畑 打 砕 	き ク 4,300 

田荒 し ろ かき 10 a当り（ 2回） 3.800 

田植し ろかき ク 3,400 

耕起からしろかき 10 	a 	当 	り 11,000 

バ イ 	ン 	ダ 	ー 糸持10 a 当り 8,500 

草 	刈 	機 1 	日 	当 	り 8.000 

ノ、 ー べ ス タ ー 人付10 a 当り 5,600 

コ 	ン 	バ 	イ 	ン ク 16,000 

ト 	ラ 	ク 	タ 	ー 耕転機に準ずる 

田 	植 	機 人付10 a 当り 4.500 

オペレータ 	賃金 1 	日 	当 	り 6,300 

田
畑
別
 二7か～に 

55年度標準額 

男
  

女 

水
 
田
 

田r 	植 
0 H 当 り賄なし 3, 600円 3.6OO円 

稲難 
二 

3,600 3,600 

脱 	穀 	調 	整 り 3,600 3,600 

畑 

りんご勢定時技者を険く 1lI 当 り 賄な「 5.ト 加 

り
 
ん
 
ご
 
授
 
粉
 

3,300 3,300 

り 	ん 	二 摘 	果 ク 3,600 3,600 

り 	ん 	ニ 	袋 掛 ~ H当り能力 3,加0枚 

山  

り
 
ん
 
ニ
 
収
 
穫
 

I 	II 当 り賄な 3.300 

薬剤散布作 業 

3.300 
 

般 農 作 業 ク 3,300 3.300 

◇
農
業

日
雇
賃
金
 

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
行
、
？
市街
地
開
発
事
業
』
 

代
表
的
な

二
つ
の
事
業
に
つ
い
て
 

土地区画整理事業 

I．地を持 J ごい／a 人たちから、必愛な用地を少しず

つ提供していただき、道路や公園、宅地を」体的に整

備するニとによって、健康的で住み良いまちづくりを 

」―I める事業です 対象りなる地域は、道路や公園、 

ト水道が整備されて‘Iない地域、無秩序な市街化（ス

フ111ル現象｝が IIんでいる地域など麟, この事

業は、 、都市‘iI叫りのIt、と呼ばれてい譲罵うに、全国

でU、く行われごいま十。驚瀞譲麟議襲寧 



一

，
 

都市計画法 

みん 

明 

" "****＊米~~“~“""" 

（
ドの
図
は●
印
を起
 

点
と
し
た
島
合
で
道
路
 

な
どで
区
画
さ
れ
た地
 

6

の
よ
う
に衝
区
杵
号
 町
 

A
 

1
n
'
3
 
4
 
5
-
6
 

の
惨区
の岨
合
せ
が町

と
な
り
 A
町
と
呼
ば
 

れ
ま
す
。
 

が
つ
け
られ
ま
十
一
 

が
つ
け
られ
ま
十
一
 応豆工二l 	 A 町  

1亡Tに丁1 
o 

⑥
①
⑧

⑨
⑩
 

難
鷲
 

？
 
の
＠
⑩
o
⑩
 

目fr叫‘りロ達物
馴基．‘号 
・一基．‘号の間隔1om 

雄物の人li 

量
／
ぎ
 

固
 

住所書号のつけ方 
'  

①②③④⑤ 

名
 

町
 

「
 

一
衝
区
書喝
 

×
×
O丁
目
2
 

』
 

A
 

・・
”一
 

五
所
川
原
市
〇
 

〇

×
丁
目
〇
番
 

〇
号
 

、
 

J
I
r
 

・

〇
〇

×
丁
目
 
・
、

／
ノ

…
町
の
名
称
 

‘
4
 
T
 

ノノ／
 

・

〇
番
 

、
、
＼
 
ノ

‘戸ソJ
 

街
区
の
位
置
 

×八
幣
、

a
・
、
 

・
〇
号
 

そ
れ
ぞ
れ
の
 

‘
家
の
番
号
で

す
。
 

こ
の
場
所
を

わ
か
り
易
く
す

る
た
め
に
次
の

方
法
が
と
ら
れ

ま
す
。
 

①
 
新
し

い
町

の
区
域
に
名
前
 

警地区響鱗 

①
 

⑤
一
 
⑩
 

血
 

α」
 
 
？
 

』
 

 
⑩
 

一
 

ど
、
、域
『
，％
が
 

一
 

い
 

⑩
 

J
 

 
・
 

ノ
ーiー
 

篤 
⑩
 

c) 
い
「
 

、
 

ロ万
 

a一
、
 
界割
番
 

④
 

●
 
、
 
町
街
街
 

一
 

①
 

、 

、 

、 
、 

、 

⑩
 

広報ごしょがわら 	 昭和55年（1980年） 3 月15日（467号） ③ （第 3 種郵便物認可） 

,
 

農
地
を

買
い

た
い

借
り
た
い

方
は
 

四

月
三
十
日
ま
で

届
出
を
 

衝区轟示極 

昭
和
五
十
五
年
度
の
「

農
地

移
動
適
正
化
あ
っ

せ
ん
事
業
」
 

で
、
農
地
を
買
い
た
い
方
、

ま

た
は
借
り
た
い
方
は
、
 
「
あ
つ

せ
ん
譲
り
受
け
等
候

補
者
名
簿
」
 

に
登
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
あ

っ
せ
ん
事
業
の
適
用
を

受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

（
新宮
団
地
、
長
橋
字
橋
元
の

一
部
、
新
宮
字
岡
田
の
一
部
、
 

幾
世
森
が

一
部
、
長
橋
字
広
野

の
一
部
、
中
平
井
町
の
一
部

）
 

住
居
表
示
整
備
事
業
の
実

施

方
法
の
細
部
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

一
 
新
住
居
表
示
実
施
後
の
利

点
 

m
一
定
の
規
模
の
中
で
、
一
定

の
方
式
に
よ
る
表
示
番
号
が
付
 

け
ら
れ
る
の
 

で
、
住
所
が
 

明
確
に
な
り
 

ま
す
。
 

②
公
道
、
河
川
、
鉄
道
等
、
恒

久
的
な
施
設
、
な
ど
で
区
分
さ

れ
る
の
で
町
の
境
が
判
然
と
し

ま
す
。
 

⑧
従
来
の
地
番
に
変
わ
り
、
 

十
H旧
間
隔
の
基
礎
番
号
に

よ
る

住
居
番
号
と
な
る
の
で
、
同
一

番
号
が
少
く
な
り
ま
す
。
 

④
公
簿
類
の
住
所
が
統
一
さ

れ
る
の
で
、
諸
種
の
行
政
事
務

の
処
理
が
早
く
出
来
、
住
民

へ
 

こ
の
た
め
、
現
在
、
あ
る
い

は
将
来
農
地
を
買
い
、
ま
た
は

借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
す
る

計
画
の
あ
る
方
は
、
四
月
三
＋

日
ま
で
に
市
農
業
委
員
会
へ

届

出
し
て
下
さ
い
。
 

五
十
四
年
度
の
名
簿
に

登
載

さ
れ
て
い
る
方
で
も
、

新
た
に
 

の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
ま
す
。
 

⑤
訪
問
や
郵
便
物
の
配
達
等
、
 

業
務
が
著
し
く
便
利
と
な
り

ま

す
。
 

・

町
の
決
め
方
 

町
の
決
め
方
と
し
て
、

公
道
、
 

河
川
、
鉄
道
な
ど
恒
久
的
な
施

設
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
こ
の
 

「
街
区
 
が
町
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。
町
は
こ
の
「
街
区
」
 
を

組
み
合
わ
せ
て
つ
く
り
ま
す
。
 

（新
宮
団
地
地
区）ー

 

新
た
に
町
名
を

つ
け
る
と
き
は
、
 

類
似
町
名
を
さ
け
、
漢
字
を
用

い
る
場
合
に
は
出
来
る
だ
け
当

用
漢
字
を
用
い
ま
す
。
 

・

街
区
符
号
と
住
居
番
号
の
つ

け
方
 

街
区
符
号
は
、
数
字
を
用
い

五
所
川
原
駅
を
中
心
と
し
、

原

剛
マ
ど
して
駅
に
最
も
近

い
街
区

に
起
点
を
定
め
、
こ
れ
に
近
い

街
区
を

一
番
と
し
て
千
鳥
式
に
 
 

登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
次

の
関
係
書
類
等
を
持
参
の
う
え

届
出
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
関
係
書
類
 

1
登
録
者
の

住
民
票
抄
本
一
通
、

2
同
一
世

帯
内
の
資
産
証
明
書
一
通
 

ロ
届
出
先
 
市
農
業
委
員
会
 

（
廿⑤
二
一
一
一
番
・
内
線
一
一

三
〇
番
）
 

符
号
を
付
け
ま
す
。
こ
の
符
号

が
街
区
符
号
で
す
。
 

・

住
所
番
号
 

五
所
川
原
駅
に
近
い

街
区
の

右
角
及
び
左
角
を
起
点
に
、
街

区
の
道
路
の
側
線
を
十
メ
ー
ト

ル
ご
と
に
区
切
り
ま
す
。
 そ
し

て
、
そ
の
家
の
入
り
口
が
道
路

に
付
け
ら
れ
た
何
番
の
番
号
の

と
こ
ろ
に
あ
る
か
を
調
べ
、
基

礎
番
号
が
⑤
で
あ
れ
ば
、

そ
の

住
居
番
号
は
⑤
と
な
り

ま
す
。
 
 

が
付
け
ら
れ
、
街
区
の
〇
番
の

位
置
を
示
す
表
示
板
が
道
路
の

曲
り
角
な
ど
に
付
け
ら
れ
ま
す
。
 

②
 
各
家
庭
へ
も
住
居
表

示
が

付
け
ら
れ
ま
す
。
 

一
 
一1
住
居
番
号
 

（山
田
一
郎
さ
ん
の
掲
合
〕
」
 
一

t

街
区
符
号
 

・

住
居
表
示
実
施
後
は
こ
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
 

m
新
し

い
住
所
の
呼
び
か
た

に
変
わ
る
と
、
い
ま
ま
で
使
っ

て
い
た
住
所
の
呼
び

か
た
は
使

え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

②
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
住

所
は
全
部
こ
の
方
法
で
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

⑧
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
簿
、
 

選
挙
人
名
簿
な
ど
、
公
の
台
帳

の
住
所
も
変
わ
り
ま
す
。
 

こ
の
事
業
は
、
住
居
表
示
審

議
会
が
中
心
と
な
っ
て
慎
重

に

進
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
親

し
ん
で
き
た
町
の
境
界
や
町
名

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
 
一
時
的

な
混
乱
も
生
じ
ま
す
が
、
将
来

市
の
発
展
や
私
達
の
子
孫
の
た

め
に
、
わ
か
り
易
い
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
か
ら
何
分
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

例
 
◇
山

田
一
郎
さ
ん
の
住

居
番
号
が

5
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
基
番
号
⑤
の
範
囲
に
入
り

口
が
あ
る
の
で
住
居
番
号
は
5
 

と
な
り
ま
す
。
 

o

新
し

い
住
居
表
示
が
実
施
さ

れ
、
こ
の
方
法
で
住
所
を
呼
ぶ

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

《
r
 
／
、
」
」
L
才
一1
ー
シ
く一
一
、
 

宝
！

・v
t
l

ー
ー
コ
》
ー
ーノ
 



広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年） 3 月15日（467号） ④ （第3 種郵便物認可） 

料
 
け
 

理
付
 

管
受
 

ロ
ロ
 

の 

墓地の購入者を募集 
長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」 

購入者を募集しています。 

募集区画 	170区画 募集区画 	170区画 

苫馴．，受け付けしていま」 

中し込みと同時に、水代使川料と管理料を納付 

してし、ただきます 

ロお間い合わせ 

詳しくは、市都市計画課（廿 5)2 1 1 1 番・内 

線233番）へお問い合わせ 

	

墓地面積 	1区画 5m 

	

＝永代使用料 	110,000円 

	

口管 理 料 	3,000円（年間） 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
も
う
納
め
ま
し
た

か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度
お
調
べ

下
さ
い
。
 

五
十
四
年
度
の
四
期
分

（
最終
分
）
は
、
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

も
し
、
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
ま
せ
ん
 

く報議登I麟議犠鷺 

パ’I一、呂誉欝Iプ「六’ 

癖 
’「  
驚鯛し 

羅鱗9鷺 

寒ノ電 .ザ評三 

忘
れ
た
ら

大
変
 

国
民
年
金
の
保
険
料
“
 

 

と
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
等
、
 

各
種
の
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
し
、
将
来
老
齢

年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

そ
ん
な
と
き
、
あ
わ
て
て
保
険
料
を
納
め
て

も
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
保
険
料
は
必
ず
期

限
ま
で
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

毎

月
十
五
日

は
 

「少
年
の
日
 
で

す
 

「防
犯
母
の
会

を
発
足
さ

せ
た
い
」
 

民
警
懇
談
会
で
多
く
の
意
見
 

●子供に過度の期待をかけるな 

～適切な目標と進路を 

●子供を甘やかすな ～忍耐力と自律心を 

●小さい時からしつけることを息るな 

～後で悲しまないために 

●二つしかったら三つほめる心がけを忘れるな 

～いつもはげみと暖かさを 

●子供に目標を持たせることを忘れるな 

～若いェネルギーの方向を正しく 

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
 

進
学
や
就
職
の
不
安
、
ま
た
環

境
の
変
化
、
学
年
末
の
春
休
み

等
で
少
年
の
家
出
、
非
行
が
増

加
し
ま
す
。
 

こ
の
た
め
警
察
で
は
、
三
月

十
五
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で

の
ー
カ
月
間
、
少
年
の
保
護
と

補
導
活
動
を
重
点
的
に
行
い
ま
 

す
。
 

、、
 

昨
年
、
県
内
で
家
出
少
年
の

捜
索
願

い
出
が
七
百
四
十
二
人

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
 

半
数
以
上

の
四
百
六

十
四
人
 

（う
ち
女
子
二
百
九
十
四
人
）
 

が
中
高
校
生
で
占
め
ら
れ
て
い
 

「歩
道
に
依
然
商
品
を
並
べ

て
い
る
店
が
多

い
。
違
反
駐
車

で
連
日
の
よ
う
に
交
通
渋
滞
を

き
た
し
て
い
る
の
で
、
取
り
締

り
を
強
化
し
て
ほ
し
い
」
 

「青
少
年
の
非
行
防
止
に
ど

う
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
」
r
 

な
ど
の
意
見
、
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
福
田
署
長
は
、
 

「
タ
ク
シ

ー
の
通
学
路
占
有
間

題
は
、
経
営
者
を
呼
ん
で
指
導

し
た
い
。
違
反
駐
車
問
題
は
、
 

取
り
締
り
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
協
力
を
得
て
駐
車

し
な
い
、
さ
せ
な
い
運
動
を
展

開
し
、
同
時
に
駐
車
場
の
効
果

的
な
活
用
を
図
っ
て
行
き
た
い
」
 

「少
年
の
非
行
防
止
は
、
家

庭
教
育
が
並
行
し
な
い
と
効
果

が
な
い
の
で
、
防
犯
母
の
会
を

発
足
さ
せ
、
ま
ず
家
庭
か
ら
防

犯
の
意
識
を
高
め
た
い
」
と
答

え
、
市
民
の
協
力
を
呼
び
か
け
 

ま
し
た
。
 

懇
談
会
に
先
だ
ち
福
田
署
長

が
、
 
「市
民
の
平
和
と
安
全
を

守
る
た
め
、
行
政
側
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
防
犯
、
交
通
問
題
等
に

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」
 
と

あ
い
さ

つ
、
次

い
で
昨
年
の
管

内
の
犯
罪
概
況
、
交
通
事
故
発

生
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

懇
談
会
で
は
、
出
席
者
か
ら
 

「あ
る
タ
ク
シ
ー
会
社
の
タ

ク
、
ンー
が
、
通
学
路
に
も
な
っ

て
い
る
歩
道
を
占
有
し
て
い
る
」
 

「児
童
公
園
の
通
路
に
大
型

車
が
四
六
時
中
駐
車
し
て
危
険

だ
」
 

「違
反
駐
車
を

ビ
シ
ビ
、
ン取
り
締

っ
て
ほ
し
い
」
 

五
所
川
原
警
察

署
の
「
民
警
懇
談

会
」
 
が
、二
月
一
一

十
七
日
市
民
文
化

会
館
に
町
内
会
長
、
 

行
政
連
絡
員
ら
約

七
十
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
交
通

や
青
少
年
の
非
行

問
題
な
ど
多
く
の

意
見
、
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
 



ノ
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

「糖尿病」について 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
 
「み
ん
な
の

健
康
教
室
」
が
次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 「糖
尿
病
」
 
につ

い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
三
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後

一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五
所
川
原
市

民
保
健
協
議
会
 

n '
 

来
る
三
月
二
十
六
日
 

（水
）
午
後
二
時
か
ら
、
 

松
島
団
地
電
話

（
五
局

の
八
千
番
代
）

の
一
部

の
加
入
者
の
電
話
番
号

が
変
わ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
松
島
団
地

内
に
あ
る
旧
型
の
交
換

機
を
撤
去
し
、
本
局
の

新
型
の
交
換
機
に
収
容

替
え
す
る
た
め
で
す
。
 

収
容
替
え
後
、
変
更

前
の
電
話
番
号
で
か
か

っ
て
き
た
場
合
は
、
録

音
テ
ー
プ
に
よ
っ
て
電

話
番
号
が
変
更
に
な
っ
 

松島団地、電話番号 1 部変更 
3月26日午後 2時から 

、
 

た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
、
変
更
に

な
る
電
話
番
号
の
一
覧

表
を
三
月
二
十
日
ご
ろ

市
内
の
新
聞
に
折
り
込

み
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。
 

こ
の
切
り
替
え
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
 

三
月
二
十
六
日
午
後
一
一

時
前
後
の
五
分
間
は
五

局
の
八
千
番
代

へ
の
通

話
を
差
し
控
え
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五所
川
原
電
報

電
話
局
）
 

、
 

昭和55年（1980年） 3月15日（467号） 広報ごしょがわら ⑤ （第 3種郵便物認可） 

、
 

・ 

「
 

芭， 

‘吾事こ’.c 	....... 麟麟議 

●家庭での非行防止10ポイント 

●子供を放任するな ～子供を育てる責務の自覚を・・‘ 

●親の権威を失うな ～しつけに自信を 

●子は親を写す鏡であることを忘れるな 

～自らをきびしく 

●親子の対話を忘れるな ～子供の理解を 

●子供に善悪のけじめをつけさせることを忘れるな 

～生活の基本マナーを 

ま
す
。
 

ま
た
当
署
管
内
で
は
、
二
十

八
人
の
少
年
の
家
出
中
、
中
高

校
生
が
二
十
人
（
う
ち
女
子
十

三
人
）
と
女
子
高
校
生
の
家
出

が
圧
倒
的
に
多

い
実
情
で
す
。
 

こ
の
た
め
当
署
で
は
、
関
係

機
関
、
団
体
と
協
力
し
、
少
年

の
保
護
と
補
導
活
動
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
少
年
に
有
害

な
環
境
を
与
え
て
い
る
業
者
等

の
取
り
締
り
を
強
化

し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
家
庭
教
育
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 駐

車
し

な
い
、

さ
せ
な
い

運
動
を
 

ま
ち
に
す
る
た
め
ご
協
力
下
さ
 

い
。
 （

五
所
川
原
警
察
署
）
 

駐車違反、反則金 5,000円、点数 1 点 
（普通車） 

交
通
事
故
移
動
・

巡
回
相
談
所
 

四
月
は
、
次
の
日
程
で
開
設

し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
四
月
九
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
 

分
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
と
き
 
四

月
二
十

三
日

（
水
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

県
交
通
事
故
相
談
所

市

・
市
民
相
談
室
 

市
内
の
道
路
と
い
う
道
路
は
、
 

不
法
に
駐
車
し
て
い
る
自
動
車

で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
 

こ
れ
が
、
交
通
の
渋
滞
の
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
ば
か

り
で
な
く
、
交
通
事
故

の
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
、

い
ま
の
時
期
は
、
 

槙
雪
の
た
め
道
幅
が

せ
ま
く
な

っ
て
お
り
、
国
道
を
除

い
た
道

路
で
は
駐
車
車
両
の
た
め
通
行

も
容
易
で
な
い
状
態
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
家

や
店
の
前
に
は
、
こ
の
よ
う
な

不
法
な
駐
車
は
し
な
い
、
さ
せ

な
い
運
動
を
展
開
し
、
五
所
川

原
市
内
を
事
故
や
渋
滞

の
な
い
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「金
多

・
豆
蔵
餅
」
で
き
る
 

将
来
は
、
津
軽
の
銘
菓
に
 

「金
多
や
お

ら
だ
ぢ

の
モ
チ

コ
で
ぎ
だ
ど

」
 

「豆
蔵
、

本
当

だ
な
」
 

五
所
川
原
菓
子

商
組
合
（

小

野
重
三
郎
組
合

長
、
加
盟
三
十

店
）
は
、

市
の
銘

菓
を

開
発
し

て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
と
試

作
品
が
で
き
あ
が

り
、
二
月
一
一

十
八
印

産
経
会

館
で
試

食
会
を

開
き
ま
し
た
。
 

名
づ

け
て
、
 
「金
多

・
豆
蔵

餅
」
 

で
き
あ
が
っ

た
試
作
品
は
、
 

地
元
で

と
れ
た
良
質
の
モ
チ

米

を
粉

に
し
て
つ
い
た
モ
チ

菓
子

で
、
ひ
と
つ
に
は
 
「豆
蔵

」
 
に

ち
な
ん
で

青

ェ
ン
ド
ウ
を
、

も

う
ひ

と
つ
に

は
「
金
多

」
に
ち

な
み
り
ん
ご

の
砂
糖
づ

け
を
盛

り
込
み
、

ふ
た
つ
一
組
を

パ
ッ

ク
に
し

た
も
の
。
 

さ
ら
に

改
良
を

加
え
、

五
月

早
々
、
店
頭
に
お

目
見

え
す
る

こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、

価
 

格
は
十

二
個
入

り
が
八
百
円
、
 

十
五
個
入
り
が
千
円
の
予

定
で

す
。
 

試
食
会
に

は
、
高
橋
助
役
、
 

村
上

商
工
会
議
所
会
頭
、

斎
藤

市
観
光

協
会
会
長
ら
関

係
者
四

十
人
が

出
席
、

試
食
し

ま
し

た

が
、
 
「甘
過
ぎ

る
が
、

ソ
フ
ト

で
手
ぎ
わ
り
が

い
い
、
金
多

・

豆
蔵

の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ

た
り
」
 

等

々
、
な
か
な
か

の
好
評
。
 

小
野
会
長

は
、
 
「皆
さ
ん
の

意
見
を

参
考
に

改
良
を

加
え
、
 

将
来
は
、

津
軽

の
代
表
銘
菓
に

育
て
あ
げ

た
い
」
と

P
R
し
て

い
ま
し
た
。
 

ニ
 
入
学
願
書
受
付
 

三
月
十
九

日
（
月
）

ー
三
月
二
十

四
日
（
土
）
 

午
前
九

時
ー
午
後

四
時
（

最
終
日

は
正
午

ま
で

）
 

面
 
接
 
三

月
二
十
七
日
（
火

）
午
前
十
時
か

ら
 

合
格
発

表
 
三

月
二
十
九

日
（
木

）
午
前
九

時
か

ら
 

教
科
書
 
無
償

配
布
 

修
学
奨

励
金
 

月
額
六
、
〇
〇
〇
円

貸
与
（
卒
業
時
免
除
）
 

授
業
料
そ
の
他
納

付
金
 

月
額
二
、

五
五
〇
円
 

一
 

年
齢
を
問
い

ま
せ
ん
。
 

五
高
定
時
制
生
徒
募
集
 

地区別日程 

地区 名 1 回目 2 回目 実施場所 時 	 間 

五小学区 4月 7日 5 月21日 市中央公民館 午? 	1 : 00- 2 :00 

三好地区 4 月7日 5 月21日 三好診療所 午後1 】30- 2：叩 

松
松
 
島
島
 
団
地
 
地
区
 

 

4 月8日 5 月22日 市中央公民館 午後1：叩～ 2：叩 

長橋地区 4 月 8日 5 月23日 長僑診療所 午後1:00-_i 】 30 

中川、梅沢 
栄、毘沙門 
みどり町地区 

4 月11日 5 月28日 市中央公民館 午後1 】叩～ 2:00 

七和地区 4 月14日 5 月29日 七 和 支 所 午後1：叩～1:30 

南飯
 
小
詰
 
学
地
 
区
区
 

 

4 月17日 5月30日 市中央公民館 午後1:00- 2：叩 

※ 五小学区には、小曲地区も含まれます。 

街頭献血にご協力を 

急性灰白髄炎（ポリオ）の

生ワクチン投与 
ロ対象幼児 

実施時期 対 象 乳 幼 児 回 数 備 	考 

4 	月 

イ）昭和54年1月 1日から同年 1月 
31日まで生まれた乳幼児 2回目 

54年 5 月に1回目の
投与を受けた乳幼児 

可昭和54年 2 月1日から同年12月 
31日までに生まれた乳幼児 1回目 

5 	月 

イ）昭和54年 2 月 1日から同年12月 
31日までに生まれた乳幼児 2回目 

司昭和弱年1月1日から同年1月 

31日までに生まれた乳幼児 
】回目 

この対象乳幼児は、 
56年 4 月に 2回目の
投与を受けます 

ロご注意 ※上記以外の乳幼児で生後3 カ月から48カ月 

(4年）までに受けたことのない乳幼児も 

対象となります。 

（実施時期に生後48カ月を経過した乳幼児 

は除外しますJ 

ロ料 金 不要です。 

ロお願い ＠母子健康手帳は必ず持参して下さい。 

＠当日の朝体温を計って下さい。 

Oお子さんの体質を良く知っている方がお連 

れ下さい。 

県
の
移
動
採
血
車
 

「青
い
鳥
号

」
が
次

の
日
程
で

街
頭
献
血

を
行
い

ま
す
。
 

ご
協
力
下

さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ

▽
四
月
三
日
（
木
）
 

＠
午
前
十

時
三
十

分
か

ら
正
午

ま
で
、
 

飯
詰
支
所
前
 

＠
当
日
午

後
一
時

三
十
分
か

ら
三
時
ま

で
、
七
和
支
所
前
 



胃
腸
病
の
検
診
鍵
競
」
 

市
で
は
、
胃
腸
病
の
検
診
を

四
月
十
五
日
か

ら
十
九
日
ま
で

と
四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三

日
ま
で
の
併
せ
て
一
週
間
行
い

ま
す
。
 

受
診
希
望
者
は
、
次
の
事
項

に
留
意
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

ロ
対
象
者
 
三
十
五
歳
以
上
の
 

男
女
。
 
（た
だ
し
、
妊
婦
は
除

き
ま
す
。）
 

ロ
受
付
期
間
 
三

月
十
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
。
 

ロ
申
込
み
先
 
市
保
険
衛
生
課
、
 

ま
た
は
各
支
所

（
申
し
込
み
用

紙
に
受
診
者
の
住
所
、

氏
名
、
 

年
齢
、
世
帯
主
名
を
ご
記
入
下
 

さ
い
。）
 

ロ
検
診
時
間
 
午
前
七
時
か
ら
。
 

（受
付
は
、
午
前
六
時
か
ら
八

時
三
十
分
ま
で
。）
 

ロ
検
診
場
所
 
市
民
文
化
会
館

前
 

ロ
検
診
料
金
 
一

人
二
千
二
百

円
の
う
ち
自
己
負
担
は
千
百
円

で
す
。
 
（検
診
日
に
ご
持
参
下

さ
い
。）
 

検
診
日
は
、
申
し
込
ま
れ
た

個
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。
 

⑦ （第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	 昭和55年（1980年） 3月15日（467号） 

「あなたの教室」受講者募集 

市中央公民館では、昭和55年度の「あなた

の教室」の受講生を募集しております。 

ふるってご参加下さい。 

ロ対 象 者 市内に住んでいる方で、主に

初心者。ただし、これまで「あ

なたの教室」の同一種目を 2 

年以上受講した方は除きます。 

ロ教室の種別 生花、作法、料理、裁断、茶

道、民謡、着付など。 

その他、希望する種目があり

ましたら、明記のうえお申し

込み下さい。 

ロ開催回数 年12回 

口申込み期間 4 月1日～4 月15日まで。 

ロ申込み先 市内岩木町12番地（春⑤2352番） 

五所川原市中央公民館「あな 

たの教室」係まで 

ロ申込み方法 はがきに、希望する教室名、 

申込者氏名、 （団体の場合は

代表者名も）住所、電話番号

を明記し、申し込んで下さい。 

三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風） 

の第 2期ワクチン接種 
ロ対 象 昭和54年1月、 2 月に第1期の接

種を完了した乳幼児。 

ロご注意 0母子健康手帳は、必ず持参して

下さい。 

0当日の朝、体温を計って下さい0 

〇お子さんの体質を良く知ってい

る方がお連れ下さい。 

「欠
け
る
子
供
の
家
庭
教
育
」
 

保
健
協
力
員
が
研
修
会
 

指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
橋
き
く
さ
ん
（
元

五
所
川
原
保
健
所
保
健
婦
課
長
）
 

が
、
 
「家
庭
の
精
神
衛
生
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
、
最
近

日
常
生
活
の
な
か
で
欠
落
し
て

い
る
幼
児
期
の
家
庭
教
育

の
必

要
性
を
事
例
を
あ
げ
て
お
話
し

し
、
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

五
十
四
年
度
の
市
保
健
協
力
 

員
の
研
修
会
が
二
月
二
十
五
日
、
 

鶴
田
町

・
津
軽
富
士
見
荘
に
九
 

十
人
の
協
力
員
が
出
席
し

て
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

研
修
会
に
先
だ
ち
、
高
橋
助
 

役
が
、
 
「市
民
が
よ
り
健
康
で
 

長
生
き
で
き
る
よ
う
市
の
行

政

を
す
す
め
て
行
き
た
い

」
 
と
あ

い
さ
つ
、
次
い
で
保
健
婦
の
山

谷
紗
千
子
さ
ん
が
、

昨
年
一
年

間
の
保
健
婦
業
務
に

つ
い
て
報

告
、
 一
般
住
民
検
診
が
他
町
村

に
比
較
し
て
著
し
く
低
い
点
を
 

地区名 接種期日 場 	所 時 	間 

五小学区 午後零時 

松島地区 45分 

三好地区 3 月27日困 市中央公民館 

松島団地 2時 

中川地区 30分 

毘沙門地区 

南小地区 
午後零時 

長橋地区 
45分 

七和地区 

栄 地 区 
3 月28日国 市中央公民館 

2時 
梅沢地区 

30分 
飯詰地区 
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長期婦人電気講座 

ロ期 間 4 月～12月まで。（いずれも午前10時～正午まで。） 

ロ実施場所 東北電力五所川原営業所 

口実施内容 ト記カ J キュラムによる 

ロその 他 受 講 料 無料。（ただし、実習材料は実費負担） 

申込み期限 4 月10日（木）まで 

申込み先 五所川原市田町113-1 

東北電力五所川原営業所 

営業課サービス係（廿⑤2 1 5 1番） 

こ
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
 

ま
せ
ん
。
 

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
料
金
あ
 

る
い
は
電
話
料
、
N
H
K
受
信
 

料
な
ど
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
 

で
支
払
う
こ
と
が
広
く
利
用
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

申
告
所
得
税
も
、
こ
れ
ら
の
 

公
共
料
金
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
 

で
き
ま
す
。
）
で
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

振
替
納
税
を
利
用
し
ま
す
と
、
 

指
定
の
口
座
へ
入
金
し
て
お
け

ば
、
納
期
限
に
自
動
的
に
振
替

納
税
さ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
都
 

口
座
振
替
（
農
協
預
金
も
利
用
 

皿
替
（
農
協
預
金
も
利
用
 

け
で
す
が
、
確
定
申
告
に
よ
る
 

振
替
納
税
 の
お

す
す
め
 
度
わ
ざ

わ
ざ
金
 

融
機
関
ま
で
お

丸
、
ガ
ス
、
水
道
料
金
あ
 
出
か

け
に
な
る
必
要
も
な
く
、
 

』
電
話
料
、
N
H
K
受
信
 
納
期
を

失
念
す
る
心
配
も
あ
り
 

仙
う
こ
と
が
広
く
利
用
さ
 
手
続

き
と
し
て
は
、
あ
ら
か

い
ま
す
。
 

じ
め
税
務
署
か
取
引
先
の
金
融
 

一口
所
得
税
も
、
こ
れ
ら
の
 

機
関
に
、
 
「預
金
口
座
振
替
依
 

“
金
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
 

頼
書
」
を
提
出
す
れ
ば
よ
い
わ
 

第
三
期
か
ら
利
用
す
る
場
合
は
、
 

確
定
申
告
書
と
一
緒
に
期
限
内

に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

振
替

納
付
書
は
 

自
主
記

載
を

振
替
納
税
制
度
を
利
用
さ
れ
 

実施月 実 施 項 目 具 	イ本 	自勺 	内 	容 

4 月 開 	講 	式 あ
 
「
り
 
ま
 
し
 

 

C
0
0
0
  

式
営
映
所

典
業画
内
 
所

L
見
 
の
映
学
 

 

I月 電 	気 	知 	言戯 
0やさしい電気の知織 
C電気料金のしくみ 

6 fl 実 技 ・ 実 習 
0安全器のヒューズの取り替えの仕方 
0アイロンプラグのコ一 ドの端末処理 
0映画 「やさしい家：庭電気教室」 

7 月 料 理 ・ 実 習 
〇お菓子の作り方 

オ―ブ’ン・レ ンジその他器具使用 

8 月 
電気器具の故障の 

見分け方と修理 

くフメーカーによる電気器具の故障の見 
分け方と修理の仕方 

0 ビデオ録画の実際 

9 月 施設早蓄貧の旅」 8筈要雀亀斎讐責事（大池PS 予定） 

10月 
施
実
 
班
技
 
学
，
 
会
 

実
 
習
 

 

0 五所川原変電所・制御所見学 
〇テ一ブルタップ製作 

11月 1主 い の 配 線 
〇これからのfれ、の正しい配線 

（設備と配線の仕方） 

12月 閉 	講 	式 
0
0
 
 

式座
く
 
典

談
修
 
会

了
  

『
 
》
 

 
後
 
の
 
舌
 
動
 
っ
 
て
 

四

月
か
ら
 

国
民
年
金

は
、
歳
を

と
っ
た

り
、
障
害
者
と
な
っ
た
り
、

母

子
世
帯
に
な
っ

た
こ

と
な
ど

に

よ
っ
て
所
得
が

な
く
な
っ

た
り
、
 

少
な
く
な
っ

た
人

に
対
し

て
、
 

年
金
を
支

給
す
る

こ
と
に
よ
っ

て
所
得

の
保
障
を

行
う
こ
と
を

目
的
と
し

て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
で

は
、
 

年
金
額
を

見
直

し
、
そ
の
充
実

改
善
を

図
る

こ
と
と
し

て
、
昨

年
七

月
に
拠
出
年
金
、

八
月
に

福
祉
年
金

の
年
金

額
が

引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

年
金
給

付
は
、
保
険
料

の
積

立
金
と
国
庫
金
で

ま
か
な
わ
れ
 
 

て
い
る
の
で
、
年
金
給

付
が

引

き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
 

保
険
料

の
額
の
引

き
上
げ

も
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

労
働
保
険

（
労
災
保
険

と
雇

用
保
険

）
の
申

告
書

の
提
出

と

保
険
料

の
納
付

は
「
四
月
一

日

か
ら
五
月
十
五
日
」
ま
で
で

す
。
 

ま
だ
、

手
続

き
を
さ
れ

て
い

な
い
事
業

主
の
方
は
、

お
早
目

に
済
ま
し

て
下
さ
い
。
 

な
お
、

昭
和
五
十
五

年
度

は
、
 

労
災
保
険
率
が

引
き
上
げ

ら
れ
 

市
立
松
野
木

小
学
校
六
年
生

の
横
嶋

美
由
起
さ
ん
（
‘

二
）
 

の
習
字
「
自
主
納
税
」
が
、

東

北
地

区
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
 

（
五
十
嵐
忠
次
郎

会
長
）
か
ら

優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

西
北
五
地
方
の
納
貯
連
関
係

で
は
初
め
て
の
優
秀
賞
で

す
。
 

こ
の
作
品
は
、
県
納
貯
連
五

所
川
原
支

部
（
村

上
純
一
支

部

長
）
が

小
中
学

生
か
ら
募
集
、
 

出
品

し
た
も

の
で
、

県
納
貯
連

の
審
査
で

も
金
賞
を

受
け
て
い

ま
す
。
 

二
月
二
十
六

日
、
村
上
支
部

長
が
同
校

に
出
向
き
、
横
嶋

さ

ん
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
伝
達

し
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
保

険
料

の
額
が

昭
和
五
十

五
年
四

月
分
か

ら
月
三
、

七
七
〇
円
に

改
正
さ
れ
ま
す

の
で
、

皆
さ
ん

の
理
解
と
ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す
。
 

ま
し
た
の
で
、

保
険
料

の
計
算

の
際

に
は
、
注
意
し
て
下

さ
い
。
 

ま
た
、

労
働
保
険
料

や
労
災

保
険

の
給
付
の
こ
と
に

つ
い
て

は
、

い
つ
で
も
遠
慮

な
く
、
青

森
労
働
基

準
局

ま
た
は

五
所
川

原
労
働
基
準
監
督

署

へ
お
間
い

合
わ

せ
下
さ

い
。
 

て
い
る
方
に
は
確
定
申
告
用
紙

に
振
替
納
付
書
を
同
封
し
て
い

ま
す
。
振
替
納
付
書
は
自
分
の

預
金
口
座
か
ら
お
金
を
引
き
出

す
預
金
払
戻
請
求
書
と
同
じ
よ

う
な
も
の
で
す
か
ら
、
申
告
の

さ
い
は
、
ご
自
分
で
振
替
納
付

書
を
記
載
し
、
確
定
申
告
書
と

一
緒
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
振
替
納
付
書
の
提
出

が
あ
り
ま
せ
ん
と
振
替
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。
 

（五
所
川
原
税
務
書
）
 

~ 	優秀賞おめでとう 	~ 
L横嶋さんの習字「自主納税」」 

国

民
年

金

の
保
険

料
が

改

正
 

事
業

主
の
み
な
さ
ん
へ
 

※講師の都合で内容が変更になる場合があります。 

広
報
紙
の
早
期
配

布
に
ご
協
力
下
さ
い
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